
履修要項（シラバス）より抜粋 

⑤ ＧＰＡ制度について 

グレード・ポイント・アベレージ（ＧＰＡ）とは、学生一人ひとりの履修科目の成績を５段階で評価し、上位より

４、３、２、１、０のグレード・ポイント（ＧＰ）を付与して、その平均値を算出するものです。 

標語 ＧＰ 評価基準 評価区分 

Ｓ（秀） ４ 到達目標を達成し、極めて優秀な成績を修めている 90～100点 

Ａ（優） ３ 到達目標を達成し、優秀な成績を修めている 80～89点 

Ｂ（良） ２ 到達目標を達成している 70～79点 

Ｃ（可） １ 到達目標を最低限達成している 60～69点 

Ｆ（不可） ０ 到達目標を達成していない 0～59点 

 

⑤－１ ＧＰＡの種別と算出方法（小数点第３位以下は切り捨て） 

 (1) 学期ＧＰＡ：当該学期における学修の成果を示す指標 

   （当該学期に評価を受けた各授業科目で得たＧＰ×当該授業科目の単位数）の合計 

          当該学期に評価をうけた各授業科目の単位数の合計 

(2) 通算ＧＰＡ：入学以来の全期間の学修の成果を示す指標 

   [（各学期に評価を受けた各授業科目で得たＧＰ×当該授業科目の単位数）の合計]の総和 

         （各学期に評価をうけた各授業科目の単位数の合計）の総和 

 

⑤－２ ＧＰＡに算入されない科目 

  履修登録した科目のうち、次の各号に該当する授業科目については、ＧＰＡの計算から除くものとします。 

(1) 本学入学前及び再入学前に本学若しくは他の大学（短期大学を含む）において修得し、本学において単位認定され

た科目 

(2) 履修を取り消した科目（「０－Ｃ 履修申告について」参照） 

⑤－３ 休学の扱い 

  履修登録後に当該学期の休学の申し出があった場合、原則として当該学期の授業は、履修取り消し扱いとします。 

⑤－４ 履修放棄した科目の扱い 

  履修取り消しをせずに、授業を欠席し続けたり、試験を受けない、あるいは課題を提出しない等で履修を放棄した授

業科目については、ＧＰＡの算出において成績評価をＦ（ＧＰ＝0.0）として取り扱います。 

⑤－５ 不合格となった授業科目が再履修で合格となった場合の扱い 

  不合格となった授業科目を再度履修して合格となった場合、どちらの成績についてもＧＰＡの算出対象とします。分

母には延べ単位数が加算されます。 

⑤－６ ＧＰＡの記載 

  ＧＰＡは成績通知書に記載します。成績証明書への記載は行いません。 

 


